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2015 年 ILAC 第 19 回総会および関連会議報告 

2015 年 11 月 10 日 

独立行政法人 製品評価技術基盤機構 

認定センター（IAJapan） 

 

1 開催日時・場所 

2015 年 10 月 31 日（土）～11 月 6 日（金） 

イタリア共和国ミラノ、ミラノマリオットホテル 

 

2 日程 

10 月 31 日（土）ILAC 検査委員会(IC), IAF/ILAC 合同ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ委員会(Joint MCC&CMC) 

11 月  1 日（日）ILAC 認定委員会(AIC), IAF/ILAC 合同ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ委員会(Joint MCC&CMC)  

11 月  2 日（月）ILAC 相互承認委員会(ARC) 

11 月  3 日（火）ILAC 試験所委員会(LC) 

11 月  4 日（水）ILAC 総会及び ILAC 相互承認評議会(AC) 

11 月  5 日（木）ILAC/IAF 合同総会, 署名式 

11 月  6 日（金）ILAC 総会 

 

3 ILAC 総会等概要報告 

3.1 出席者 

本会合は、国際試験所認定協力機構（ILAC）及び国際認定機関フォーラム（IAF）の年次総会、

合同総会を含め、多くの関連委員会等が開催され、認定機関、APLAC、EA、IAAC などの地域協力

機関及び ISO/CASCO, ITU, OIML, UNIDO, BIPM, WADA 等の国際機関の他、認定の利害関係者と

して適合性評価機関 （認証機関、試験所等）も参加する大規模な会合である。日本からは IAJapan 

から 4 名が出席した他、JAB 、VLAC 等の参加があり、約 80 か国・経済地域より約 350 名が参加

した。 

3.2 ILAC MRA 署名機関 

昨年 10 月に開催された ILAC 第 18 回総会から今回の ILAC 第 19 回総会までに承認等された機関

は次のとおりである。 

① 新規準会員：BAB（バングラデシュ）、OSA（エルサルバドル）、ACCAB（インド）、

IQAS（イラク）、ONA（ニカラグア）、MLSCN（ナイジェリア） 

② 新規正会員（MRA 署名機関）： BAB（ バングラデシュ、試験所・校正機関認定 ）、

SADCAS（ボツワナ、試験所・校正機関認定）、OSA（ エルサルバドル、試験所認定）、

ONA（ニカラグア、試験所認定） 

③ MRA 継続正会員： NCA（カザフスタン） 

④ MRA 拡大正会員： JANAAC（ジャマイカ、臨床検査機関認定への拡大）、Standards 

Malaysia（マレーシア、検査機関認定への拡大）、IARM（マケドニア、臨床検査機関認定

への拡大）、NAAU（ウクライナ、校正機関認定への拡大）、OUA（ウルグアイ、校正機関

認定への拡大） 

⑤ MRA 一時停止正会員：KCA（キルギス、試験所認定） 

2015 年 11 月現在の会員数は以下のとおりである。 

正会員(MRA 署名機関)：90 機関 (75 カ国) 

準会員：17 機関 

関連機関：13 機関 

地域協力機関：6 機関 

利害関係機関：25 機関 

3.3 予算、組織変更等 

2014 年及び 2015 年 9 月末までの決算並びに 2016 年予算は特に異論はなく承認された。また、

NATA（オーストラリア）が今後 4 年間 ILAC 事務局業務の提供を継続することが承認された。 
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4 各委員会報告 

4.1 ILAC 相互承認委員会（ARC） 

① MRA に関して定めた文書である ILAC P4 及び P5 の改正について議論が行われ、投票に進む

こととなった。 

② TPP の TBT 条項案に国際的な認定システムについての記述があることが報告された。 

③ 越境認定の現状を把握すべく ILAC メンバーを対象に調査を進めていくことが確認された。 

④ 自然災害など非常時における認定機関の対応についての指針案を ILAC メンバーに配布しコメ

ントを求めることとなった。 

⑤ ILAC メンバーが技術的ではない理由で ILAC の規約に準拠しなかった場合のメンバーシップ

の一時停止や取消しをどのように取り扱うか議論された。 

⑥ ISO/IEC 17011 の改正状況及び今後の進め方について報告があった。 

4.2 ILAC 認定委員会（AIC） 

① 最近改正された ILAC トレーサビリティ方針（ILAC P10）の実施に関して、トレーサビリティ

ールートの優先順位について議論がなされた。次回会合で引き続き議論される。 

② ISO/IEC 17025 の改正状況及び改正ポイントなどについて情報交換が行われた。中でも、試験

活動の一部であるサンプリング活動のみを行う機関を当該規格の対象とするかについて議論が

なされた。EA（欧州認定協力機構）では対象とすべきとの決議がとられたとの情報があった。 

4.3 ILAC 検査委員会（IC） 

① ISO/IEC 17020 の適用文書である ILAC P15 の改正、検査の認定スコープの表現に関する

ILAC ガイドライン文書の作成、検査で用いられる計測に関するガイドライン文書の作成につ

いて議論がなされた。 

② NDT 活動の認定に関して議論するため AIC との JWGの設立が承認された。 

③ ISO/IEC 17020 に対する認定対象として検査活動の一部であるサンプリングのみを行う機関を

取り扱うかどうかについて議論が行われた。今後、試験活動におけるサンプリングと共に

ARC において議論することとなった。 

4.4 ILAC ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ委員会（ILAC MCC）及び IAF/ILAC ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ合同委員会

（Joint IAF CMC & ILAC MCC） 

① ILAC タグラインの最終案”Global Confidence”を ILAC 執行委員会へ提案することとなった。 

② ILAC ウェブサイトへのアクセス数を確認した結果、訪問者数が約 2.6 倍に増加しているこ

とが報告された。 

③ 2015 年 7 月に開設された ILAC の Twitter 公式アカウント<@ILAC_Official>に関する最新の

データ及び投稿作業時間について報告があった。 

④ 世界各国・経済地域における認定活用事例をひとつのサイトに集約した「パブリックセクタ

ーアシュアランス」<http://www.publicsectorassurance.org/>に掲載されている活用事例は、

2015 年 10 月現在、30～40 ヵ国・経済地域より事例数が 121 件、調査報告書が 37 件、付

属資料が 20 件であることが報告された。 

 

5 今後の会議開催予定 

 2016 年 ILAC AIC, ARC, IC 等中間会合 3 月 30 日～4 月 5 日 於フランクフルト、ドイツ  

 2016 年 ILAC MCC 中間会合 4 月 18 日～4 月 22 日 於プレトリア、南アフリカ  

2016 年 ILAC 第 20 回 ILAC 総会 10 月 26 日～11 月 4 日 於ニューデリー、インド 

2017 年 ILAC AIC, ARC, IC, MCC 等中間会合 4 月 20～4 月 26 日 於フランクフルト、ドイツ 

2017 年 ILAC 第 21 回総会 10 月 21 日～10 月 30 日 於 バンクーバー、カナダ 

 

以 上 


